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C-9、砕石砂利 生産施 設 の一″1に就て

庄 子 吉 光

('こ京鐵道局四府津保線事務所技手)

1・緒 言

近時徴道のグリJI[速度Iル11,進 1小l ll数の増や力H,通 過進数の増)力H竹:に件つて著 しくlyt道の破壊力が

Jl)i/1tし保守沐|‖を木 lン之が士」策として道床砂利の伸石化が喚ばれて末た。之の要求に依つて東海

道本線函|ljrlll卜内に碑イi工場 を設置 した ものである。

2.設 備

主‖り設研卜と| て́ 「ブレーキクラツシャー」 (4 0 0托×23 0ォ[モーター15 , 1与力)1蔓 ,「 バケツ ト

ェレベークー」(モークー,7 . 5 , 1じ力)l壷
・
で帥i分イ 11に1雛鮨iを「支世 iンたo日寸力j姓辻物 としては件石

ノl 介ヽ, |〔使線, シユー ト,1 1 l J iサイlt , f l i」「#|、詰リワiス事である。11ユ
l i込

線il l没とりそに一■50 1路贅夏をな

せり。企設l ltttは約50000卜」を要し,|イイカ112`li]2りj工」「オ
′
F手|ン電氣保安装t77を除く共4也のもの

は自たに竣成,メti`であつて6り|から作ltを|)‖始tダこり111る。
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之の設″存のI 墜ヽ飾iの決定に常 り傾余1角度,飾 llJ及び長の決定及び14落抑 卜」占1金にれては『[瞼値
を以て決定 をした。

3.紅 螢

ψ」れの企業 モ:経済的″1111の,1リィドは勿i論で特に本Jl「現tは厳密なる,liイドを2‐要とするケ )である。
嵐μち筋〔ィiプty)イ也のりlり:イド夏にメLII占rL′i:に力りするtt的贅化による」[賜1lriをイ与たし

即ち需給ィ
)‖‖係,,ll地Jを,設 lliιセ,利 了・及び″1還金,維 持費,原 イf費,F177イiJt,1:JI[債込費,

監督及び1」「務費,運 途費等に力:り″「究を要 し,之 等の費額に就て訓lイドをな |ン・般II「場r/Dものと比
較せ り。

4.結 言

rヤ准iが道床りljととンて推美をらる 刀ヽi以のものは教に贅言を要しないぉ“〕1い喘こ於ける “ズ″″
ルθ́ζみ″"夏に “沢θ″ ヵノイ///y′フノ

"と
言ふ」「のガ争木141を考″まするときは本施|,比を各りつiにIt置せし

むるの要あるを痛感するものである。miiンて/14/イ「場の迪常なる1,置は普11的に求むる」「はあまり
可能的でないし又ガト質的にもり|‐寄る:l「が多い。故に本言II境樹立に11つては共のイL,1:に1111ケ置,
設∬″,“:ぅt方法並に1喩途開係竿に特段のj!1人を凝 [ 製́ll11の多′1的利ナ|」を考慮 |ン,1を大のお,済"て1(二
を変111:せ|′きる様設 lkすべき

・〔ぁり本施設はJtの一例である。


